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図書紹介
田村景子・高橋敏夫 監修・著
『文豪の風景』
エクスナレッジ／2014年2月発行／160頁／1,600円（税別）
ISBN978-4-7678-1712-5
『文豪の家』（2013年）に続く第二弾。第一弾で、執筆リストにはあるが、本文に
三島由紀夫の「家」がないのはなぜか不思議だった。あの珍しい洋館を見たかった。
今回「風景」編で登場する三島は「神島」が掲載。ほかに 35名の文豪の作品に表
われる原風景を辿る。北から南へ演歌の抒情のように作家たちが作品のモチーフに
した風景は、記録的な写真や著者たちが四季折々撮影時に追体験したもので、簡潔なエッセイとともに
頁が構成されていく。欲をいえば、遠藤周作のようにイスラエルなどの海外の風景がみたかった。例え
ば、森鷗外のドイツや林芙美子の東南アジアとか。本書の図版を見ていて、おもわずかつて読んだ小説
を思い出し、「そう、そう」と思わせる風景が立ち上がる。第三弾も鋭意進行中とのこと。
松村一男 著
『神話思考Ⅱ 地域と歴史』
言叢社／2014 年 3 月発行／768 頁／7,407 円（税別）
ISBN978-4-86209-049-2
『神話思考Ⅰ自然と人間』につづく大著である。長短 43本のテクストを「日本神
話」「日本宗教」「文化としての神話」「『神話思考Ⅰ』以降」の 4章に構成してい
る。著者は神話を「人類の関心の在庫目録」というが、まさしくその領野を縦横無
尽に論じていく。猿田彦も中山みきも、妖精も妖怪も、ダイアナも「スタートレッ
ク」も、本書では著者の「知の樹木」になる豊饒な果実となっていく。例えば、「動
物への愛の二元論神話」では、動物神話の要素をあげていくなかで、テディー・ベアや彦ニャンなどが
目録にあがってくる。「鳥インフルエンザ」などによる殺生という現実を踏まえ、「憎らしいが愛してい
る」目に見えない神話の両面価値化の諸相を説く。二元的分析は著者の神話学の方法論でもある。『神
話思考Ⅰ』から 4年、著者の神話の在庫目録はまだまだ増加の一途にあることを確認するのである。
前田耕作 著
『パラムナード─知の痕跡を求めて』
せりか書房／2014年1月発行／440頁／5,000円（税別）
ISBN978-4-7967-0329-1
本書には、著者の 1971年から 2013年にわたるエッセイ 71本が収録されている。
71年和光大学に就任直後、職員寮で丸山静の『はじまりの意識』の書評原稿をコ
クヨの 400字詰め原稿用紙に執筆していた。それから 42年、著者の「知」との出
会いがここに集約されている。フッサールやメルロ=ポンティの現象学への傾倒か
ら、ヴァールブルク、バンヴェニスト、ヤーコブソン、デュメジル、ギンズブルグ、
バシュラール、バルトなどの著作への言及、こだわりが通底にある。このこだわりは、タイトルの「パ
ラムナード（漂歩）」というべきだろうが、「ストラボン讃」という『ギリシア・ローマ世界地誌』のカ
タログに掲載された 800字強の短いテクストにも表われる。つまりは歴史という知の時空、それを伝
える書物というメディア、そして地理的な現場を往還していく旅が著者を突き動かしていくのだ。
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小林芳文・大橋さつき・飯村敦子 編著
『発達障がい児の育成・支援とムーブメント教育』
大修館書店／2014年7月発行／258頁／2,300円（税別）
ISBN978-4-469-26763-1
障がいをもった生徒、学生に対する教育については、90年代以降さまざまな意見
があり、法律の面でも取り組まれてきた。法律がすべてではないが、本書の第 1章
を読むと、法の改正とともに発達障がいの概念も変化していることがわかる。また、
教育に取り組む者や周囲の者との連携が必要だということが重要であり、そこに
「共生」の姿勢が問われている状況がみえてくる。本書は主としてムーブメント教
育の現在をレポートしており、身体、遊び、環境、発達、関係のキーワードをもとに具体的な事例を紹
介している。遊具では、ロープ、パラシュート、リボン、ループ、スカーフなどを含め、さらにプール
を使った事例が示されている。ムーブメントに取り組む人々への実践的ガイダンスともなっているが、
指導にあたる者の身体的な能力と即興的な配慮とでもいうセンスが問われているようだ。
大内裕和＋竹信三恵子 著
『「全身○活」時代─就活・婚活・保活からみる社会論』
青土社／2014 年 5 月発行／251 頁／1,700 円（税別）
ISBN978-4-7917-6782-3
就活、婚活、保活。若者たちは○活に走り回っている。いや。走り回らされている。
内定がもらえないのは彼らがダメなせいではないのだ。新自由主義とグローバリズ
ムの中で産業は空洞化、規制緩和路線により労働市場は非正規雇用ばかり。そのな
かで、右肩上がりの時代の人々と若者たちとの間には世代間の溝、格差が拡大する
階層間の溝、その深い溝の向こうからこんな現実も無視して、がんばれという掛け
声だけが若者を叱咤する。その声に追い立てられて、若者たちは走り回らざるをえなくさせられている。
教育社会学者の大内裕和さんと竹信三恵子さんが三回の対談を行なって本書ができた。なぜ若者たちが
「全身○活」を強いられるのか。このワケを知るために若者たち自身に読んでほしいし、若者たちをこ
の理不尽な世の中へ送り出す大学教員たちに読んでいただきたい本である。
丸山一彦 監修　こどもくらぶ 編
『目でみる単位の図鑑』
東京書籍／2014年7月発行／96頁／2,800円（税別）
ISBN978-4-487-80818-2
1 キログラムはどれくらいの重さ？　水 1リットル。1円玉なら 1000個。純金な
ら（持ったことのある人はあまりないと思うが）携帯電話くらいの延べ板 1枚。リ
ンゴなら 4個、キャベツなら 1個、ほうれんそうなら 58株。単位の事典というジ
ャンルの本はいくつも出ているが、たいていは定義と換算表、たまに単位名の由来
というところ。ところがこの本は図鑑というだけあって、見ておもしろい。イラス
トと解説で、その単位が実感でわかるように工夫が凝らされている。メートル法や SI単位系にこだわ
らず、テラバイトから百万石まで私たちの身の回りにある単位が直感的にわかる「みる」図鑑である。
子ども向けの本だが大人が読んでも目から鱗が落ちること少なくないだろう。
